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LION  FX for Android

新規のクイック注文と同時に、あらかじめ指定したpip差で決済注文（指値・逆指値・トレール）を発注することができます。
決済pip差注文は、【成行注文】・【ストリーミング注文】・【クイック注文】・【IF-DONE】・【IF-OCO】の画面で設定することができます。

成行注文画面

決済pip差注文のオン・オフの設定は注文画面から切り替え可能ですが、決済pip差の値幅の設定は、あらかじめ【通貨ペア別注文設定】で設定が必要です。
詳細は下記URL『決済pip差注文値幅設定』をご参照ください。
http://hirose-fx.co.jp/pdf/lion_android/android_a02.pdf
決済pip差注文が『オフ』の状態で、注文画面の発注ボタンをタップすると、決済注文は発注されませんので、ご注意ください。

誤発注防止のためのロック機能です。
初期画面は「注文しない」が選択されています。
※「注文する」を選択すると発注することができます。

ストリーミング注文画面 クイック注文画面 IF-DONE注文画面 IF-OCO注文画面

http://hirose-fx.co.jp/pdf/lion_android/android_a02.pdf
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あらかじめ、【通貨ペア別注文設定】で決済pip差の値幅設定が必要です。
詳細は、下記URL【決済pip差注文値幅設定】をご参照ください。
http://hirose-fx.co.jp/pdf/lion_android/android_a02.pdf

ここでは、【クイック注文】画面での決済pip差注文の発注方法をご案内します。

LION  FX for Android

①メニュー【クイック注文】をタップし、
画面を開きます。

③発注ボタンの下にある決済pip差注文の
設定が【オン】になっているか確認します。

ここでは決済指値幅を500pips(＝0.050円）としました。

※メニュー画面を表示するには、表示している画面の左上にある をタップしてくだい。

②【注文する】ボタンをタップします。

http://hirose-fx.co.jp/pdf/lion_android/android_a02.pdf


④発注ボタンをタップします。

買注文の場合は をタップします。

売注文の場合は をタップします。
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LION  FX for Android

⑤注文が成立すると【○○で成立しました】
とポップアップが表示されます。
【閉じる】をタップします。

⑥クイック注文画面に戻ります。
画面内のポジション数が更新されました。
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LION  FX for Android

⑨発注した決済注文が表示されています。

情報が更新されない場合は、
必ず注文履歴または約定履歴をご確認ください。

⑦決済注文の発注状況は、
【注文一覧】で確認することができます。

をタップし、メニュー画面に戻ります。

⑧ 【注文一覧】をタップします。


